
創立 100 周年をふりかえる会＝資料編＝ 

 

■100 周年事業の取り組み（ホームページより） 

2015(平成 27)年 4月  創立 100 周年事業検討委員会発足 

2016(平成 28)年 7月  創立 100 周年を皆で考えるワークショップ開催 

2017(平成 29)年 4 月  若竹育英奨学金制度基本規程を制定、若竹育英奨学金制度実施委員

会設置 

2017(平成 29)年 6月  創立 100 周年記念事業募金スタート 

2018(平成 30)年      「若竹育英奨学金制度」による給付を開始 

2018(平成 30)年 6月  若竹会 100 周年記念事業実行委員会発足 

2019(令和 1)年 1 月   創立 100 周年記念祝賀会実施委員会発足 

2019(令和 1)年 10月  富士祭で「若竹会の部屋」開設 

2019(令和 1)年 11月 「東京府立第五高等女学校発祥の地」記念碑を新宿区立歌舞伎町公園

内に建立 

2020(令和 2)年 9 月  「若竹」47 号、別冊で創立 100 周年記念号発行 

2020(令和 2)年 11月 創立 100周年記念バッジを製作、生徒及び教職員に贈呈 

2020(令和 2)年 11月 創立 100周年記念碑を学校正門脇に建立 

 

■創立 100 周年事業検討委員会とワークショップ 

平成 27 (2015)年 4 月 25 日 「若竹会・母校創立 100 周年事業検討委員会」発足 

・委員会は、須知正度若竹会会長（当時）、上野勝敏都立富士高校・附属中学校統括校長（若

竹会名誉会長、当時）のほ か、須知会長が委嘱した以下の委員（敬称略）で構成。上瀧守

（高校 22 回卒）、反中章子（高校 23 回卒）、 増山秀人（同）、安倍宏行（高校 26 回卒）、

小久保隆（同）、飯島章博（高校 31 回卒）、神津伸子（同）、     芳根聡（同）。事務局は、

若竹会側が高校 27 回卒の相川浩之、落合恵子、榊原和加子、鈴木眞理、学校側が、29回卒

の岩越司、38 回卒の橋場友彦。上瀧氏が委員長に。 

平成 27 (2015)年 9 月 26 日「若竹会・母校創立 100周年事業検討委員会」第 2回会合 

・①100 周年事業のコンセプト、②人をどう集めるか、③お金をどう集めるか、④イベント

をどうするかを議論。 

平成 28 (2016)年 4 月 9 日 「若竹会・母校創立 100周年事業検討委員会」第 3回会合 

・「記念式典」「記念誌」について議論。 

平成 28 (2016)年 7 月 16 日「創立 100 周年をみんなで考えるワークショップ」開催 

・第五高女の 24回卒業生から平成 28 (2016)年春の卒業生まで、29人が参加。主催の若竹

会関係者 7人を含め、総勢 36 人によるワークショップに。 

・♡グループ（進行役・榊原和加子）がキーワードとして《第五ー富士DNA》を提案。 

・♢グループ（進行役・落合恵子）は、《つながり》《つむぐ》《新たな出会い》《富士高が好

き！～永遠（とわ）に栄えあれ》などのキャッチフレーズを提案。 



・♠︎グループ（進行役・横山雅之）は、「歴史を知った上で未来に歩む」ことを重視、《つな

ぐ》というキーワードを提案。 

平成 28（2016）年９月 24日「若竹会・母校創立 100 周年事業検討委員会」第 4 回会合 

・創立 100 周年をみんなで考えるワークショップでの議論について報告 

平成 29 (2017)年 2 月 18 日 「若竹会・母校創立 100 周年事業検討委員会」第５回会合 

・キャッチフレーズを「創立 100周年 富士 DNA～出会い、つながり、未来へ」に 

平成 29 (2017)年 6 月 24 日「若竹会・母校創立 100周年事業検討委員会」第６回会合 

・記念誌の中身を検討 

■若竹会 100 周年記念事業実行委員会  

事業検討委員会のメンバーがそれぞれに事業準備に着手。平成 30 (2018)年 6月には、若竹

会 100周年記念事業実行委員会（委員長：横山雅之若竹会会長）が発足し、同実行委員会に

おいて事業を推進することになった。 

■記念募金について（上瀧守） 

⒈募金の対象事業項目：60周年時の募金対象事業項目を念頭に項目決定 

①60 周年 

・沿革史作成・若竹特集号発行・記念映画の制作・記念式典及び祝賀会への協賛・若竹基金

設立 

②100 周年 

ア母校の発展の基盤となる歴史的・伝統的な事項を整理、顕彰のため 

・記念誌・記念碑・アーカイブ事業 

イ母校の発展の支援のため 

・奨学金制度・教育用資材寄贈 

⒉目標額：5000 万円（個別の事業の必要経費の見積もり）１口 5000 円以上 

※5000円未満でも可 

（１）若竹育英奨学金制度事業 3400 万円（10年分を募金） 

（２）寄贈学習用図書費 100 万円 

（３）記念誌発行・沿革史編纂事業（含発送費）500 万円 

（４）創立記念碑設置事業 300 万円 

（５）若竹会保管史料等のアーカイブ（整理保存）化事業 200 万円 

（６）記念式典・祝賀会協賛 100万円 

（７）通信費・雑費 100万円 

（８）予備費（今後企画される事業経費）300 万円 

⒊実績 

2022年 1 月 30 日現在の募金総額 42,777,947 円 

⒋運営組織の設置など 

・2016（平 28）年 10 月７日に開催した「臨時役員会」で「100 周年記念事業実行委員会」

の組織決定。その中に「奨学金小委」と「募金部」設置。委員は同一（田端 22、野瀬 26、

横山 27、石黒 31）。 



・2016（平 28）年 10 月 21 日に開催した「第 1 回若竹奨学金制度実施委員会設置検討会」

において、奨学金制度創設と共に募金事業（趣意書、募金目標額など）についても検討開始。 

・2017（平 29）年 4 月 22日理事会で募金趣意書（対象事業、目標額なども規定）決定 

⒌募金期間（2017.6～2022.3） 

・2017（平 29）年６月発行の会報の募金振込用紙を同封し、募金開始。 

 

■奨学金制度について（上瀧守） 

⒈制度創設目的（動機） 

①会の目的である「母校発展への寄与」の観点 

②個人的体験の観点 

⒉運営組織の設置など 

・2016（平 28）年 10月 21日に開催した「第 1 回若竹育英奨学金制度実施委員会設置検討

会」において、実施委員会の内容、基本規程などについて検討開始。 

・2017（平 29）年 11 月 27 日に開催した「第１回若竹育英奨学金制度実施委員会」で「若

竹育英奨学金制度基本規程」を決定。但し制定、実施は 2017（平 29）年 4 月 1 日とする。 

・以降毎年度「若竹育英奨学金制度実施委員会」を開催し、支援決定。 

⒊制度内容：「若竹育英奨学金制度基本規程」 

2017（平 29）年 4月 1 日制定 

 

 

 【選考基準】 

学業・識見に秀で、且つ健康で、経済的支援を必要とする生徒 

【実施委員会委員：2022 年 2月 26 日現在】 

委員長 矢部文彦（22）田端洋子（22）上瀧守（22）榊原和加子（27）石黒裕子（31） 

学校側 野村公郎校長 西村猛教諭（61） 

 

⒊運営実績 

 



■創立１００周年記念碑の建立（横山雅之） 

１ 建立の日  ２０２０年１１月２８日（土）（除幕・披露式） 

  

２ 建立の意義 

 ・歴史の可視化…碑文により１００年にわたる母校の歴史を誰もが知ることができる 

 ・歴史の共有…生徒、教職員、保護者及び若竹会員等が第五高女以来の歴史を共有するこ

とにより一体感の形成に資する 

 

３ 記念碑のデザインに当たって考慮した点 

 ・新宿区歌舞伎町公園に建立された第五高女の創設記念碑とのつなぎを意識し、同じえん

じ色系統の石を使用 

 ・碑文に第五高女以来の歴史を簡記するとともに、３種類の校章を配置して１００年間の

第五高女から富士へのつながりをわかりやすく示す 

 ・石の色で第五高女をイメージする一方、末広がりの形で富士をイメージする 

 ・全体としてシンプルで品格ある碑とする 

 ・コストについて十分配慮する 

 

４ 碑文 

 大正 9（1920）年、東京府立第五高等女學校は、尾張屋・峯島喜代刀自による東京府への 

私財寄贈を契機とし、豊多摩郡淀橋町字角筈（現新宿区歌舞伎町）に開校。昭和 20（1945） 

年 4 月、空襲による戦災を受け校舎が全焼。昭和 23（1948）年、現在地の中野区弥生町に 

移転。昭和 25（1950）年、東京都立富士高等学校となる。平成 22（2010）年、附属中学校 

が併設され中高一貫教育校となる。令和 2（2020）年、富士高等学校は創立 100 周年を迎え 

た。多くの困難や変化を克服して 100 周年を迎えた母校が。今後永遠に発展することを祈 

念し、ここに記念碑を創設する。 

 

 

５ 建立までの経緯（行政手続等） 

 ・２０２０年１月の役員会で記念碑についてたたき台的な案を示し協議 

 ・６月２０日、理事会で報告 

 ・７月２９日、東京都知事に対し「寄付申込書」を提出 

 ・９月１０日、学校長に対し「東京都教育財産使用許可申請者」を提出 

 ・９月１１日、学校長から教育財産使用許可 

 ・１０月１日、若竹会会長と東京都知事の間で「物件贈与契約書」締結 

 ・１１月２８日、除幕・披露式実施 

 ・１２月１日、若竹会会長から学校長に「引渡書」に基づき引き渡し 

 

 



■若竹会寄贈目録（2021 記念式典） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■学校の「創立 100 周年記念誌」若竹会の紹介ページ（一部） 

 

 



 
 

 

 

■大人の文化祭「歴史館」のパネル（一部） 

 
 



 


